
明石市こども育成室（2021.11） 

 

 

 

今年も残すところあと１か月となりました。これからの季節は、クリスマスやお正月など、子ど

もたちにとって楽しい行事がたくさん待ち構えています。風邪などで体調を崩さないよう、栄養た

っぷりの食事をとって、元気に冬を過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 七面鳥は古くからアメリカに生息し、貴重な食料源であったことから、 

七面鳥は「感謝」を意味します。そのため、アメリカでは、クリスマスだけで 

なく、感謝祭やお祝いの席では七面鳥を食べる習慣がありました。 

冬至は、１年で最も昼が短い日です。「冬至にかぼちゃを食べると風邪をひかない」

といわれ、冬至の日には、かぼちゃを食べたり、ゆず湯に入る習慣があります。 

かぼちゃの旬は夏ですが、冬まで長期に保存することができます。緑黄色野菜の少ない冬

に、カロテンなどのビタミン類を多く含むかぼちゃを食べて栄養を補い、健やかに 

過ごそうという昔からの知恵が込められています。 

また、ゆず湯はゆずの強い香りが邪気を祓うとされ、ゆずの成分は血行が 

促進されてからだを温め、風邪予防の効果があります。 

 クリスマスは 12 月 25 日（土）ですが、幼稚園の終業式が 24日（金）のため、23日（木）

をクリスマスメニューにしています。 

 

クリスマスは、アメリカやヨーロッパからもたらされた文化ですが、日本では七面鳥は一般的で

はない食材でした。日本に住む外国の方が「日本には七面鳥がないため、フライドチキンでクリス 

マスをお祝いしよう」とフライドチキン店を訪れたことから、そのお店が

「フライドチキンを食べてクリスマスを祝うことを、日本のクリスマスの

習慣にしよう！」と始めたことが大当たり！日本全国に広まり、鶏肉を食

べる習慣が定着していきました。 

とりのからあげ・ミートソースマカロニ・ブロッコリーのごま和え、さつま芋のサラダ、フルーツ、ごはん 

 


